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│
二
つ
の
我
│

　

法
華
経
は
何
ゆ
え
に
二
処
三
会
（
前
霊
山
会
│
序
品
か
ら
法
師
品
、
虚
空
会
│
宝
塔
品
か
ら
嘱
累
品
、
後
霊
山
会
│
薬
王
品
か
ら
勧
発

品
）
で
構
成
さ
れ
た
の
か
、
教
化
上
の
解
釈
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
私
と
い
う
我
（
自
己
）
を
、
一
つ
の
我
で
は
な
く
二
つ
の
我
を
想
定

し
て
教
え
る
為
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
、
こ
の
考
え
を
展
開
す
る
前
に
、
先
ず
以
っ
て
「
三
法
印
の
無
我
」
と
「
法
華
経
の
我
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

何
故
な
ら
、
仏
教
か
ら
、
こ
の
「
無
我
」
を
取
る
と
、
仏
教
で
は
無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
法
華
経
で
一
番
大
切
な
経
で
あ
る
寿
量
品
偈
（
三
世
の
諸
仏
は
寿
量
品
を
命
と
し
十
方
の
菩
薩
は
自
我
偈
を
眼
目
と
す
）
に

は
「
我
」
と
い
う
字
が
十
五
も
出
て
く
る
。
こ
れ
は
所
謂
「
久
遠
の
本
佛
と
し
て
の
立
場
の
我
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
「
衆
生
と

い
う
立
場
の
我
」
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
原
始
仏
教
で
は
、「
我
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、「
非
我
（
無
我
で
な
い
）」
と
「
真
我
」
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
日
常
生
活
上
の
「
我
」
と
思
っ
て
い
る
「
我
」
は
「
真
我
」
で
は
な
く
「
非
我
」
で
あ
る
、
故
に
「
真
我
」
は
別
に
あ
る
と
い
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蓮
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う
考
え
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
求
道
者
は
「
真
我
」
を
求
め
て
八
正
道
を
歩
め
と
教
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
代
の
大
乗
仏
教
の
教
え
で

は
、
四
法
印
の
「
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
涅
槃
寂
静
、
一
切
皆
苦
」
で
あ
り
「
無
我
」
を
基
本
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
実
体
的
原
理
で
あ
る
「
我
」
と
か
「
霊
魂
」
は
想
定
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
の
が
仏
教
で
あ
り
、
全
て
は
無
常
で
あ
り
、

無
我
で
あ
る
。
涅
槃
経
の
釈
尊
最
後
の
教
え
「
自
灯
明
、
法
灯
明
」
の
「
自
」
で
あ
る
（
下
田
正
弘
東
大
教
授
│「
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
」│

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

又
、
中
村
元
先
生
は
、
是
に
対
し
『
確
か
に
原
始
仏
教
で
は
「
真
我
」
を
求
め
る
と
い
う
考
え
は
あ
っ
た
が
、
歴
史
の
変
遷
を
経
て
大

乗
仏
教
で
は
、「
我
」
は
哲
学
上
の
「
我
」
も
し
く
は
「
わ
が
も
の
」
と
い
う
執
着
、
考
え
方
か
ら
離
れ
る
為
の
「
実
践
目
標
と
し
て
の

我
」
で
あ
り
、
真
実
の
自
己
の
実
現
の
為
の
も
の
「
自
我
と
無
我
」│
平
楽
寺
書
店
』
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
大
乗

仏
教
で
は
無
我
を
説
く
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
日
蓮
聖
人
は
と
い
う
と
、
阿
佛
房
御
書
に
「
阿
佛
上
人
の
一
身
は
地
水
火
風
空
の
五
大
な
り
│
し
か
れ
ば　

阿
佛
房
さ
な
が

ら
宝
塔
、
宝
塔
さ
な
が
ら
阿
佛
房
、
こ
れ
よ
り
外
の
才
覚
無
益
な
り
│
我
が
身
又
三
身
即
一
の
本
覚
の
如
来
な
り
」
と
法
身
、
報
身
、
応

身
が
即
一
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
我
」
も
認
め
た
上
で
、
人
間
（
我
）
阿
佛
房
が
虚
空
会
上
の
宝
塔
で
あ
り
、
久
遠
の
本
佛
（
如
来
）
と

同
体
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
無
作
三
身
に
つ
い
て
は
、
妙
法
尼
御
前
御
返
事
に
「
こ
の
法
華
経
に
は
、
我
ら
が
身
を
ば

法
身
如
来
、
我
ら
が
心
は
報
身
如
来
、
我
ら
が
振
る
舞
い
を
ば
応
身
如
来
と
説
か
れ
て
候
」
と
、
こ
の
無
作
三
身
を
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体（
法
身
）│　
　
　
　

地
水
火
風
空　
（
五
大
）

　
　

無
作
三
身　
　
　

心（
報
身
）│　
　
　
　

一
個
の
細
胞　
（
生
命
）

　
　
　
　
　
　
　
　

振
舞（
応
身
）│　
八
十
億
万
兆
の
細
胞　
（
人
間
）

　

こ
の
考
え
は
、
強
い
て
は
、
日
常
生
活
上
で
の
我
（
衆
生
と
し
て
の
我
）
と
、
無
我
を
超
え
た
法
華
経
の
悟
り
の
我
（
久
遠
の
本
佛
と
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し
て
の
我
）
の
両
方
を
認
め
た
上
で
、
し
か
も
、
そ
の
二
つ
の
我
は
即
一
（
同
体
）
で
あ
る
（
所
化
以
っ
て
同
体
）、
と
い
う
表
現
の
仕

方
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

又
、
こ
の
考
え
方
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
前
述
の
原
始
仏
教
（
非
我
と
真
我
）
を
発
展
、
完
成
さ
せ
た
も
の
と
同
様
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

私
は
今
、
こ
れ
ら
原
始
仏
教
の
「
非
我
と
真
我
」、
法
華
経
の
「
久
遠
の
本
佛
と
し
て
の
我
と
衆
生
の
我
」、
そ
し
て
、
日
蓮
聖
人
の

「
所
化
以
っ
て
同
体
」
の
考
え
方
等
を
考
察
す
れ
ば
、
仏
教
は
「
我
」
を
認
め
て
い
る
（
移
り
ゆ
く
我
で
あ
る
が
）
よ
う
に
思
え
る
の
で

あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
「
我
」
を
認
め
る
と
い
う
考
え
方
は
、
現
代
人
の
、
仏
教
へ
の
不
信
に
対
し
て
も
大
い
に
有
効
な
回
答
に
も
な
る
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
。

　

何
故
な
ら
、
今
、
現
代
、
宗
教
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
実
は
宗
教
、
特
に
仏
教
は
、
私
た
ち
僧
侶
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
は
信
じ
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
お
盆
、
御
彼
岸
の
行
事
や
葬
儀
、
法
事
は
盛
ん
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

生
活
習
慣
上
の
こ
と
で
、
心
か
ら
仏
教
を
信
仰
し
て
い
る
か
ら
と
は
断
言
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

又
、
無
我
、
無
常
、
一
切
皆
苦
の
思
想
は
日
常
生
活
の
否
定
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
無
我
で
あ
れ
ば
、
私
と
は
一
体
全
体
何
な
の
か
、
私
の
一
生
と
は
何
な
の
か
、
霊
魂
を
認
め
な
い
の
な
ら
何
を
供
養
す
る
の

か
、
生
苦
と
い
わ
れ
て
も
、
子
供
が
生
ま
れ
れ
ば
可
愛
い
し
、
皆
が
祝
っ
て
く
れ
る
。
一
切
皆
苦
と
い
っ
て
も
人
生
は
結
構
楽
し
い
こ
と

が
多
い
。
仏
教
は
、
何
故
こ
れ
ら
の
こ
と
を
否
定
す
る
の
か
。

　

又
、
過
去
に
、
イ
ン
ド
で
の
世
界
で
も
「
不
浄
観
」
が
説
か
れ
た
後
に
、
多
く
の
弟
子
た
ち
が
自
殺
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
中

国
で
は
、
家
庭
を
捨
て
て
出
家
し
た
僧
た
ち
へ
の
苦
情
に
答
え
る
為
に
盂
蘭
盆
経
が
書
か
れ
た
（
イ
ン
ド
で
は
な
く
中
国
で
）
と
い
わ
れ

て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
仏
教
に
は
、
対
機
説
法
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
常
に
多
く
の
矛
盾
や
日
常
生
活
の
否
定
を
も
内
在
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
あ
る
。

　

今
、
こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
、
最
近
の
興
味
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
デ
ー
タ
ー
を
示
し
た
い
。

　

北
海
道
教
育
大
学
の
佐
々
木
馨
教
授
が
、
教
育
大
学
生
や
老
人
施
設
の
老
人
、
看
護
学
生
等
に
対
し
、
死
、
死
後
の
世
界
の
存
在
、
そ

し
て
、
是
に
対
す
る
宗
教
の
救
い
等
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

│
ア
ン
ケ
ー
ト
「
あ
の
世
」（
抜
粋
）
二
〇
〇
七
年
十
一
月
教
育
大
学
生
、
看
護
生
、
高
齢
者
（
三
七
〇
人
）│

　

あ
の
世
を

　
　
　
　
　

信
ず
る　
　
　
　
　

六
二
％　

あ
っ
て
欲
し
い
、
全
て
が
無
に
成
る
の
が
怖
い

　
　
　
　
　

信
じ
な
い　
　
　
　

三
八
％　

あ
の
世
は
空
想
、
こ
の
世
以
外
の
存
在
は
無
い

　

死
と
宗
教
の
救
い

　
　
　
　
　

信
ず
る　
　
　
　
　
　

二
％
（
高
齢
者
は
二
一
％
）

　
　
　
　
　

ど
ち
ら
で
も
な
い　

五
七
％

　
　
　
　
　

信
じ
な
い　
　
　
　

四
一
％

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
必
要
事
項
抜
粋
）
に
つ
い
て
佐
々
木
先
生
は
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い
る
（
転
載
）

『「
あ
の
世
」
と
「
宗
教
の
救
い
」
に
つ
い
て
』

　

過
半
数
の
人
が
魂
の
永
遠
性
を
信
じ
、「
あ
の
世
」
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
が
、
宗
教
へ
の
期
待
は
過
半
数
以
下
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
「
あ
の
世
の
救
い
」
と
「
宗
教
の
救
い
」
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、「
宗
教
の
救
い
」
に
対
す
る
期
待
感
が
小
さ
い
の
は
既
成
仏
教
が
葬
式
化
し
て
い
る
現
実
を
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
日
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本
の
宗
教
界
は
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
よ
り
真
剣
に
考
え
る
べ
き
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
現
代
人
は
、
死
や
無
が
怖
い
た
め
、
あ
の
世
は
信
ず
る
（
信
じ
た
い
）
が
宗
教
に
は
救
い
を
求
め
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
高
齢
者
で
さ
え
二
割
し
か
宗
教
に
救
い
を
求
め
な
い
と
い
う
現
実
を
私
ど
も
は
直
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
る
時
、
仏
教
（
宗
教
全
般
も
）
は
、
現
代
人
の
心
の
安
ら
ぎ
（
救
い
）
の
糧
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
そ
の
原
因
の
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
仏
教
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
の
上
、
そ

の
教
え
を
伝
え
る
僧
侶
で
さ
え
、
前
述
の
如
き
、
仏
教
の
矛
盾
に
対
す
る
明
確
な
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
か
ら
か
と
思
え
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
仏
教
の
矛
盾
と
い
う
難
問
に
答
え
る
為
に
は
、「
無
我
」
と
い
う
表
現
よ
り
も
、
先
ほ
ど
の
「
二
つ
の
我
（
悟
り
の
久

遠
の
本
佛
と
い
う
我
と
衆
生
と
い
う
我
）」
と
い
う
考
え
方
の
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
と
思
え
る
。
何
故
な
ら
、
仏
教
は
対
機
説
法
で
あ
る

か
ら
、
三
法
印
の
無
常
、
無
我
、
一
切
皆
苦
で
さ
え
も
例
外
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
し
、
今
、
こ
れ
ら
の
三
法
印
の
教

え
は
、
人
生
最
悪
の
状
態
に
陥
っ
た
人
、
死
を
目
前
に
し
て
い
る
人
、
悟
り
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
人
、
等
へ
の
教
え
（
最
後
に
は
、
無

常
、
無
我
、
空
を
越
え
た
法
華
経
の
我
を
説
く
の
だ
が
）
と
解
釈
し
、
日
常
生
活
を
普
通
に
営
ん
で
い
る
人
（
私
は
仮
に
「
生
活
習
慣

我
」
と
表
現
す
る
）
に
は
五
戒
、
八
正
道
等
を
説
く
こ
と
が
理
に
叶
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
化
上
は
、
我
（
自
己
）
と
い
っ
て
も
一
つ
で
な
く
、
大
き
く
分
け
る
と
、
日
常
生
活
を
営
む
生
活
習
慣
我
と
虚
空
会

上
か
ら
見
た
よ
う
な
、
無
常
、
無
我
、
空
を
越
え
た
法
華
経
の
我
（
悟
り
の
我
、
久
遠
本
佛
と
し
て
の
我
）
の
、
二
つ
の
我
が
、
掌
の
両

面
の
如
く
同
時
に
存
在
す
る
、
と
い
う
考
え
方
こ
そ
が
真
の
仏
教
（
法
華
経
）
の
解
釈
で
あ
り
、
前
述
の
現
代
人
の
仏
教
の
矛
盾
へ
の
問

い
に
も
答
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
法
華
経
は
、
こ
の
二
つ
の
我
と
い
う
考
え
方
を
知
ら
せ
る
為
に
こ
そ
、
霊
鷲
山
会
上
（
現
実
生
活
）
と
虚
空
会
（
悟
り
の
久

遠
の
世
界
）
と
い
う
、
二
つ
の
土
に
分
け
て
説
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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詳
し
く
説
明
す
れ
ば
、
先
ず
、
前
霊
山
会
で
は
、
生
活
習
慣
我
の
成
仏
、
記
別
（
心
の
成
仏
│
涅
槃
）
を
説
き
、
虚
空
会
で
は
、
久
遠

の
本
仏
（
体
の
成
仏
│
般
涅
槃
）
と
い
う
悟
り
の
我
（
所
化
も
っ
て
同
体
│
法
華
経
の
我
＝
自
己
）
を
説
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
今
、
私
と
い
う
我
（
自
己
）
が
、
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
我
か
ら
成
り
、
し
か
も
、
そ
の
二
つ
が
恰
も
掌
の
両
面
の
如
き
存
在

（
即
一
、
同
体
）
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
仏
教
、
法
華
経
へ
の
絶
対
の
帰
依
（
信
仰
）
上
、
一
般
檀
信
徒
へ
の
教
化
上
必
要
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
（
表
現
）
こ
そ
が
、
現
在
の
仏
教
へ
の
不
信
を
取
り
除
け
る
も
の
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
総
合
し
て
考
え
る
に
、
法
華
経
は
、
生
活
習
慣
我
と
、
悟
り
の
我
（
無
我
を
超
え
た
法
華
経
の
我
│
久
遠
の

本
佛
）
と
い
う
、
二
つ
の
我
の
論
理
を
以
っ
て
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
生
活
習
慣
我
は
、
一
瞬
に
し
て
壊
れ
る
も
の
で
あ
り
、
苦
の
根
源
で
も
あ
る
。
な
の
に
「
私
と
い
う
我
は
、
永
遠
不

滅
」
と
思
う
錯
覚
が
、
自
ら
を
迷
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
苦
の
根
源
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
法
華
経
以
前
の
仏

教
は
、
こ
の
錯
覚
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
三
法
印
、
四
法
印
、
所
謂
、
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
涅
槃
寂
静
、
一
切
皆
苦
を
、
こ

と
さ
ら
に
強
調
し
て
説
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
の
如
く
、
一
般
大
衆
の
不
信
を
招
く
結
果
と
な
り
、
そ
れ
故
に
、
そ
の
欠
点

を
補
い
、
仏
教
を
完
全
無
欠
な
も
の
に
す
べ
く
、「
生
活
習
慣
我
」
と
「
一
念
三
千
の
心
と
無
作
三
身
の
体
を
持
っ
た
、
法
華
経
の
我

（
久
遠
本
佛
と
同
体
の
我
）」
の
二
つ
の
我
が
説
か
れ
、
そ
の
二
つ
の
我
は
同
体
で
あ
る
と
い
う
答
に
よ
り
、
全
て
の
難
問
が
開
会
さ
れ
、

一
切
衆
生
が
救
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
私
と
い
う
我
の
代
表
で
あ
る
釈
尊
が
悟
っ
て
仏
と
な
り
そ
の
釈
尊
と
久
遠
の
本

仏
は
同
体
で
あ
る
。
故
に
、
私
と
い
う
我
も
永
遠
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
に
、
後
霊
山
会
で
は
、
再
び
、
現
実
の
世
界
（
生
活
）
に
呼
び
戻
し
『
虚
空
会
で
の
悟
り
の
境
智
「
す
な
わ
ち
、
私
（
自
己
）

は
、
久
遠
の
本
佛
と
同
体
で
あ
る
と
い
う
心
」
を
常
に
心
底
に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
毎
日
の
生
活
を
す
べ
き
で
あ
る
』
と
教
え
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
最
後
に
、
念
を
押
し
て
、
衆
生
が
、
万
が
一
、
虚
空
会
で
の
如
く
の
、
悟
り
の
境
智
に
入
れ
な
く
と
も
「
日

常
生
活
に
お
い
て
、
次
の
四
つ
を
心
掛
け
る
と
、
何
時
か
必
ず
悟
れ
る
」
と
法
華
経
は
説
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
佛
所
護
念
、
植
衆
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徳
本
、
入
正
定
衆
、
発
救
一
切
衆
生
之
心
」
で
あ
る
。

　

以
上
、
法
華
経
の
二
処
三
会
の
教
え
は
、
土
を
現
実
と
虚
空
の
二
つ
に
隔
て
、
現
身
（
生
活
習
慣
我
）
と
佛
身
（
悟
り
の
我
│
久
遠
の

本
佛
）
と
い
う
二
つ
の
我
（
自
己
）
を
自
覚
さ
せ
、
そ
れ
を
以
っ
て
一
切
衆
生
を
救
い
、
仏
に
成
る
道
を
歩
ま
せ
よ
う
と
さ
れ
た
教
え
で

あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
久
遠
の
本
佛
と
一
体
の
我
を
「
名
体
宗
用
教
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
表
現
さ

れ
、
そ
れ
故
に
、
唱
題
に
よ
る
成
仏
の
実
現
を
目
指
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
こ
こ
で
、
私
が
考
え
る
の
に
は
、
仏
教
へ
の
不
信
『「
真
の
悟
り
、
久
遠
の
本
佛
と
同
体
の
我
」
と
は
何
か
、
又
、

現
実
に
そ
う
い
う
我
が
あ
る
の
か
』
を
証
明
し
な
け
れ
ば
、
一
般
大
衆
は
納
得
し
な
い
と
思
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
我
『
日
常
生
活
上
で
の
喜
怒
哀
楽
を
持
っ
た
我
（
生
活
習
慣
我
）
と
、
三
法
印
の
無
我
、
般
若
心
経
の
空
、
老

荘
の
道
（
タ
オ
）、
五
木
寛
之
の
大
河
の
一
滴
等
を
越
え
た
、
法
華
経
の
我
（
久
遠
の
本
佛
と
一
体
の
我
）』
の
う
ち
、
後
者
の
「
久
遠
の

本
佛
と
し
て
の
我
」
は
「
現
実
に
存
在
す
る
し
、
お
題
目
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
以
外
の
言
葉
で
も
表
現
で
き
る
」
と
、
私
は
考
え
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
其
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
次
回
に
発
表
し
た
い
と
思
う
。

　

以
上
、
各
聖
の
御
批
判
を
戴
き
た
い
。
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